
1

平成24年新春・年頭のごあいさつ………2～3
新しい財産区管理委員が決まりました………4
九戸村職員（保健師）採用試験のお知らせ……5

2012
No.646

広
報

主
な
内
容

村の話題……………………………………6～7
村学校保健安全講演会を開催………………………10
第26回歳末チャリティー演芸会……………… 16

元
気
い
っ
ぱ
い
の
晴
れ
舞
台

-

戸
田
保
育
園
お
楽
し
み
発
表
会-



2

　

平
成
24
年
の
初
頭
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
村
民
の
皆
様
か
ら
は
、
日

ご
ろ
よ
り
村
政
へ
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
こ
に

あ
ら
た
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
大
み
そ
か
か
ら
降
り
続

い
た
大
雪
の
影
響
に
よ
り
正
月
を
停

電
の
中
で
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
と

こ
ろ
も
あ
り
、
厳
し
い
幕
開
け
を
経

験
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
３
月
11
日
に

襲
わ
れ
た
未
曾
有
の
大
震
災
、
そ
し

て
９
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
発

生
し
た
台
風
15
号
に
よ
る
大
雨
災
害

な
ど
、
誠
に
残
念
な
１
年
を
過
ご
す

結
果
に
な
り
ま
し
た
。そ
う
い
う
中
、

村
民
の
皆
様
か
ら
は
、
温
か
い
御
支

援
と
絶
大
な
御
協
力
を
賜
り
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
支
援
物
資
と
と
も

に
真
心
も
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
重
ね
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
そ
う
し
た
災
害
の

活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進

九戸村長

岩 部 　 茂

な
い
、
一
陽
来
復
の
一
年
に
し
た
い

と
強
く
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
沿
岸
部
被
災
市
町
村
の
復

興
事
業
が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
実

施
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の

支
援
の
た
め
に
も
私
た
ち
内
陸
部
の

市
町
村
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
頑
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い

九
戸
村
総
合
発
展
計
画
で
は
、「
小

さ
く
て
も
活
力
と
笑
顔
溢
れ
る
し
あ

わ
せ
の
郷　

九
戸
村
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
す
べ

て
の
村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
村
を
つ
く
る
た

め
、
産
業
の
振
興
と
生
活
環
境
の
整

備
、
保
健
福
祉
、
教
育
の
充
実
を
住

民
と
行
政
が
協
働
し
て
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
計
画
の
基
本
に
据
え
、

諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◇
災
害
復
旧
事
業
の
推
進

　

台
風
15
号
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、

道
路
等
の
土
木
施
設
や
農
地
農
林
施

設
に
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
害
総
額
は
約
６
億
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
農
地
・
農
業
用
施
設
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
の
作
付
け
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
早
期
の
復
旧
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
他

の
復
旧
工
事
に
も
鋭
意
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

◇
安
心
な
村
づ
く
り
を
推
進

　

灯
油
価
格
が
高
値
の
ま
ま
推
移

し
、
生
計
費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
村
で
は
今
冬
も
高
齢
者
世
帯

等
を
対
象
に
、
灯
油
購
入
代
を
九
戸

村
共
通
商
品
券
で
助
成
す
る
「
あ
っ

た
か
生
活
支
援
事
業
」
を
３
年
連
続

で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
村
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
事
業
や
68
・
69
歳
の
方
々
へ
の

医
療
費
助
成
事
業
、
昨
年
見
直
し
を

行
い
大
幅
な
改
正
を
施
し
た
保
育
料

軽
減
措
置
な
ど
、
九
戸
村
独
自
の
施

策
を
今
後
も
継
続
し
、
安
心
な
村
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
産
業
の
振
興
と
若
者
の
定
住

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
を
は
じ
め
い
ろ
い

ろ
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、

村
で
は
、
独
自
施
策
で
あ
る
ブ
ロ

イ
ラ
ー
や
野
菜
の
価
格
補
償
事
業

の
ほ
か
、
無
利
子
資
金
融
資
な
ど

を
実
施
し
、
農
業
支
援
方
策
を
継

続
し
て
参
り
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
整
備
し
た
街
の
駅
「
ま
さ
ざ

ね
館
」
を
伊
保
内
商
店
街
の
賑
わ
い

創
出
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
、
積

極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
場
企

業
を
支
援
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
の

た
め
の
事
業
に
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

若
者
向
け
住
宅
は
本
年
度
末
に
８

棟
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
に
お
い
て

も
３
棟
ほ
ど
建
設
し
、
子
育
て
世
代

の
定
住
化
を
促
進
し
、
活
力
あ
る
村

づ
く
り
へ
の
礎
の
一
つ
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
新
た
な
介
護
施
設
の
活
用

　

九
戸
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
２
階
に

整
備
さ
れ
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
は
、
29
床
を
備
え
て
本
年

度
末
に
完
成
し
ま
す
。
村
で
は
、
そ

の
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
に
委
託

し
、
高
齢
者
の
方
々
に
安
心
で
き
る

生
活
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　

私
は
、
行
政
施
策
の
中
で
最
優
先

す
べ
き
は
、
住
民
の
安
心
安
全
の
確

保
で
あ
る
と
常
々
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
も
、
村
民

の
皆
様
が
日
々
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
御
健
勝
と
ま
す
ま

す
の
御
発
展
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ
－平成24年　新春－
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2
0
1
2
年
の
年
頭
に
あ
た
り
議

会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
る
に
、
年
末
年
始
の

大
雪
、
東
日
本
を
襲
っ
た
巨
大
地
震

と
想
像
を
絶
す
る
大
津
波
、
そ
し
て

未
だ
出
口
の
見
え
な
い
原
発
事
故
な

国
で
す
。」
と
国
会
演
説
を
さ
れ
ま

し
た
が
、「
小
さ
く
て
も
活
力
と
笑

顔
が
溢
れ
る
し
あ
わ
せ
の
郷
」
を
標

榜
す
る
わ
が
村
と
通
じ
合
う
も
の
が

あ
り
、
深
く
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
経
済
の
活
性
化
、
社
会
福
祉

の
充
実
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
国
王
も
演
説
に
用
い

ら
れ
、
ま
た
世
相
を
表
す
漢
字
と
し

て
選
ば
れ
た
「
絆
」
を
深
め
な
が
ら
、

新
九
戸
村
総
合
発
展
計
画
を
推
し
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
強

く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政

と
共
に
「
想
像
力
」
と
「
創
造
力
」

を
発
揮
し
、
よ
り
よ
い
九
戸
村
の
創

造
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
村

民
の
皆
様
に
は
旧
に
倍
す
る
ご
指
導

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ど
、
自
然
の
力
と
科
学
文
明
の
裏
を

見
せ
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

一
方
、
政
局
は
安
定
せ
ず
、
デ
フ

レ
や
円
高
を
抱
え
る
中
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
な
ど
、
ま
さ
に
先
行
き
不
透
明

で
混
沌
と
し
た
社
会
情
勢
に
あ
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
、「
国
民
総
幸
福

量
」
を
重
視
す
る
国
と
し
て
有
名
な

ブ
ー
タ
ン
か
ら
国
王
が
来
日
し
、「
国

民
が
調
和
を
重
ん
じ
、
若
者
が
優
れ

た
才
能
、
勇
気
や
品
位
を
持
ち
、
思

い
や
り
の
あ
る
社
会
で
生
き
て
い
る

我
々
の
あ
り
方
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
小
さ
な
国
で
す
が
美
し
く
強
い

　

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
村
の
小
・
中
学
校
は
、
国
の

想
像
力
と
創
造
力
で
よ
り
よ
い
村
を

小
規
模
校
の
教
育
再
生
を
目
指
す

耐
震
基
準
を
越
え
た
安
全
な
学
校

と
し
て
極
め
て
良
好
な
学
習
環
境

で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
少
子
化
が
進
み
学
校
は

小
規
模
化
し
「
切
磋
琢
磨
が
な
い
、

社
会
性
が
育
た
な
い
」
な
ど
課
題

は
あ
り
ま
す
が
学
力
や
生
活
面
で

支
障
を
来
す
と
い
う
事
は
な
く
、

子
ど
も
の
多
様
な
能
力
を
引
き
出

せ
る
・
一
人
ひ
と
り
の
表
情
や
個

性
が
見
え
、
み
ん
な
が
主
役
に
な

れ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
学
校
は
地
域
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
家
庭
・
地
域
な

ど
が
一
体
と
な
れ
る
連
携
が
あ
り

ま
す
。「
生
き
る
力
・
確
か
な
学
力
」

の
醸
成
は
、
家
庭
や
地
域
の
教
育

力
を
高
め
な
が
ら
創
意
工
夫
に
よ

り
小
規
模
校
の
教
育
再
生
は
九
戸

方
式
に
よ
る
集
合
学
習
な
ど
独
自

の
授
業
を
導
入
す
る
事
で
学
力
向

上
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
そ
の
具

現
化
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
、
五
・
六
年
生
の
児

童
が
一
校
に
集
合
し
て
五
年
生
は

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
出
し
合
え
る

多
人
数
指
導
と
、
六
年
生
は
細
か

く
教
え
て
も
ら
え
る
少
人
数
指
導

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
学
力
向

上
と
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
課
題

解
消
へ
つ
な
が
る
教
育
効
果
を
狙

い
と
す
る
も
の
で
試
行
的
に
実
施

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
、小･

中
連
携
に
よ
る
教

育
振
興
で
一
人
ひ
と
り
が
将
来
の

夢
や
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
生
き
生
き
と
活
動
す
る
児

童
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
参
り
た

く
思
い
ま
す
。
何
卒
、
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

九戸村議会議長

杉 村 勇 吉
九戸村教育委員会教育長

千 葉 利 夫
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News & Information

　任期満了に伴い行われた戸田、伊保内、江刺家の財産区管理委員選挙の当選者が決定し、11月21日に当選証書が交

付されました。平成23年12月1日から平成27年11月30日までの４年間、財産区管理委員を務める皆さんを紹介

します。（敬称略・届出順。年齢は12月１日現在）

氏 　 名 行 政 区 年齢
川畑　直藏 伊保内上 68
中野　政一 川　 向 53
松澤　則雄 伊保内下 63
松澤　光男 南 田 76
工藤　裕一 伊保内下 60
室澤　福則 鹿　 島 54
藤枝　義博 南　 田 62

氏 　 名 行 政 区 年齢
日野澤勝昭 戸 田 下 43
高島　辰男 宇 堂 口 69
小笠原耕悦 泥 の 木 59
木戸場　誠 平 内 62
宮　　一男 戸 田 下 62
白銀　貞夫 瀬 月 内 70
山本　勝男 妻 の 神 67

氏 　 名 行 政 区 年齢
大向　信吉 細 屋 62
野辺地吉夫 江刺家上 61
丸木　市藏 丸 木 橋 75
松本　一男 江刺家下 66
小田澤政義 道 地 59
野辺地一吉 田 代 63
林　　清一 山 屋 68

九戸村における放射線量の測定値

○　九戸村の放射線測定値は、国際放射線防護委員会が勧告した「屋外活動が制限される上限の
　暫定数値（3.8マイクロシーベルト/時＝年間 20ミリシーベルト）を大幅に下回っています。
　さらに厚生労働省・文部科学省は自然放射線以外の外部被ばくの放射線量を、年間1ミリシー
　ベルト以下が望ましいとしており、九戸村の放射線量はこれについても下回っています。
○　最新の測定値は村ホームページでお知らせしています。

【問い合わせ】総務企画課庶務財政班☎ 42-2111内線 167

月　日
曜
日

役場 戸　田
保育園

伊保内
保育園

ひめほたる
こども園

戸　田
小学校

山　根
小学校

伊保内
小学校

長興寺
小学校

江刺家
小学校

九　戸
中学校

0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ
12月12日 月 0.051 0.049 0.059 0.054 0.074 0.076 0.085 0.081 0.069 0.063 0.045 0.046 0.092 0.087 0.049 0.042 0.078 0.064 0.053 0.055
12月13日 火 0.048 0.052 0.054 0.051 0.069 0.071 0.075 0.082 0.062 0.062 0.035 0.040 0.069 0.063 0.050 0.043 0.077 0.064 0.047 0.042
12月14日 水 0.050 0.045 0.049 0.049 0.070 0.073 0.073 0.073 0.058 0.070 0.035 0.040 0.061 0.061 0.043 0.034 0.078 0.076 0.048 0.039
12月15日 木 0.051 0.045 0.054 0.050 0.098 0.091 0.090 0.095 0.078 0.079 0.042 0.041 0.068 0.070 0.056 0.045 0.074 0.066 0.051 0.047
12月16日 金 0.049 0.052 0.055 0.050 0.076 0.077 0.075 0.086 0.057 0.057 0.039 0.042 0.057 0.061 0.047 0.045 0.073 0.066 0.048 0.042

単位：マイクロシーベルト／時

※測定値は、測定箇所で計測した平均値です。

江 刺 家 財 産 区 伊 保 内 財 産 区 戸 田 財 産 区

新しい財産区管理委員が決まりました



5 広報くのへ●2012-1

News & Information

平成24年

経済センサス-活動調査
○経済センサス‐活動調査は、すべての企業・事業

　所を対象に、平成24年２月に実施します。

○経済センサス‐活動調査は、我が国における産業

　構造を包括的に明らかにすることを目的とする政

　府の重要な調査で、統計法に基づいた報告義務の

　ある基幹統計調査です。

○調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目

的以外（税の資料など）に使用す

ることは絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性をご理解い

ただき、ご回答をよろしくお願い

いたします。

総務省・経済産業省・岩手県・九戸村

　　　　

九戸村職員（保健師）
採用試験のお知らせ

■試験職種と採用予定人員　保健師…１名
■受験資格　昭和57年４月２日以降に生まれた方
　で、保健師免許を有する方、または採用までに取

　得する見込みの方。

■受験申し込み受付期間　
　平成23年12月21日㊌～平成24年１月18日㊌
　（受付時間は、土・日曜日、祝日以外の午前８時

　30分から午後５時30分まで）

　※郵送の場合は、平成24年１月18日㊌午後５時
　30分必着のものに限り受け付けます。

■受験手続き　
　○申込書に必要事項を記入し、所定個所に写真を

　貼り、役場総務企画課に提出してください。

　○申込書などは、役場総務企画課で交付します。

　○郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験申込

　用紙請求」と朱書きし、140円切手を貼ったあて

　先明記の返信用封筒（33㌢×24㌢程度）を同封

　の上、役場総務企画課に請求してください。

■試験の日時と場所
　《第１次試験》

　○日時…１月29日㊐　午前10時開始
　○場所…九戸村役場

　○試験方法…教養試験・専門試験・作文試験

　○第１次試験合格者発表…２月中旬ころ

　《第２次試験》

　　２月中旬ころ、第１次試験合格者について、九

　戸村の指定する日時および場所で人物試験、身体

　調査などを行います。

■問い合わせ
　九戸村役場　総務企画課庶務財政班

　☎0195-42-2111内線166

　〒028-6502　岩手県九戸郡九戸村大字伊保内10-11-6

九戸村職員採用試験を次のとおり実施します。この試験は、平成

24年度の九戸村職員採用候補者を決めるために行うものです。

県政モニターを募集しています
　県では、県の施策についてのアンケートへ回答い

ただく「希望郷いわてモニター」を募集しています。

資格：県内在住の満20歳以上の方（平成24年４月
１日現在）／募集人数：200人／任期：平成24年４
月１日～平成26年３月31日／応募方法：必要事項
を明記し、官製はがき、ファックス、Ｅメールで応募。

①郵便番号②住所③氏名（ふりがな）④性別⑤生年

月日⑥電話番号⑦職業⑧回答方法（郵送・インター

ネットのいずれか）⑨Ｅメールアドレス（インター

ネット回答者のみ）⑩各種モニター

経験（有無・名称・年度）／応募締切：
３月９日㊎／申し込み・問い合わせ：
県庁広聴広報課「希望郷いわてモニ

ター」募集係（☎019-629-5281）
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むらのわだい

充実した毎日を過ごして
いきいきふれあい集会で交流深める

　いきいきふれあい集会（村社会福祉協議会主催）

は11月28日、HOZホールで開かれ、村内のひと

り暮らしの高齢者83人が出席しました。村社会福

祉協議会の上柿初雄会長は「友達や近所の方と助け

合って生活し、困ったことがあったら迷わず相談し

てください」とあいさつ。岩部茂村長の励ましの言

葉に続き、安全な暮らしについての講話が行われま

した。懇談交流会では各団体による発表が行われ、

会場は拍手と笑顔に包まれていました。 戸田保育園の園児からティッシュカバーをプレゼント

住みよい地域づくり誓う
暴力団追放二戸地区民大会を開催

　暴力団追放二戸地区民大会（暴力団追放二戸地区

民会議主催）は11月25日、HOZホールで開かれ、

二戸地区の防犯関係者など約200人が出席しました。

標語コンクールで中学校の部最優秀賞に輝いた大畑

真子さん（九戸中２年）などが表彰されたほか、二

戸警察署刑事課の村上智志課長が「最近の暴力団情

勢について」と題して講演。大会の最後には、「暴力

団追放３ない運動」を実施して明るく住みよい二戸

地区の実現を目指すことを確認しました。
標語コンクールで中学校の部最優秀賞に輝いた大畑真子さん
大畑さんの作品：「暴力を　追放できる　地域の輪」

年長児は「うらしまたろう」の劇を発表しました

竜宮城へご案内します
戸田保育園でお楽しみ発表会

　戸田保育園（田村隆子園長）は12月15日、同園

ホールでお楽しみ発表会を開き、園児たちは日ごろ

練習した劇や遊戯など９つのプログラムを元気いっ

ぱいに発表しました。「山の音楽家」の合奏と「勇気

100％」の歌でオープニングを飾り、生活発表では

あやとりや縄跳び、マット運動など、それぞれの得

意な遊びを堂々と披露。会場を訪れた保護者の皆さ

んは、わが子の成長に目を細めながら、カメラを片

手に拍手を送っていました。
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎ 42-2111（内線 168）へお寄せください。Mura no wadai

岩部村長から花束を受け取る真下ヨシさん

いつまでもお元気で
真下ヨシさん 100 歳を迎える

　12月15日、真下ヨシさん（戸田舘の下）がめで

たく100歳を迎え、岩部茂村長が自宅へお祝いに駆

けつけました。岩部村長は「100歳のお誕生日おめ

でとうございます。これからも元気に過ごしてくだ

さいね」と花束と敬老年金を贈呈。白い大黒頭巾と

ちゃんちゃんこ姿の真下さんは「ありがとうござい

ます」と笑顔で受け取っていました。12月15日現在、

村内の100歳以上の長寿者は５人となりました。こ

れからもお元気にお過ごしください。

豊かな表現力に触れる
くのへ朗読会を開催

　くのへ朗読会（同実行委員会主催）は11月26日、

HOZホールで開かれました。夏井嘉一郎実行委員長

は「本格的な朗読に触れることのできる貴重な機会

です。ゆっくりとした気持ちで聞いて、明日からの

糧にしてください」とあいさつ。俳優の樹原ゆりさ

んと高橋和久さんが子ども向けに「おまえうまそう

だな」と「あらしの夜に」、大人向けに「父と暮らせば」

を朗読しました。表現力豊かなプロの朗読に、来場

者の皆さんは本の世界に引き込まれていました。 樹原ゆりさんと高橋和久さんによる朗読を楽しみました

仲間とにぎやかに年忘れ
薬湯利用者友の会が忘年会を楽しむ

　村老人福祉センターの薬湯風呂利用者による「薬

湯利用者友の会」（木戸場竹男会長）の忘年会は12

月19日、同センターで開かれ、約80人の会員が交

流を深めました。開会式で木戸場会長は「今日は１年

間の芸の出来栄えを発表できる場。大いに楽しんでく

ださい」とあいさつ。利用者おなじみの「湯っこ祝い歌」

の発表を皮切りに、芸達者な皆さんが歌や踊りを披

露。参加者は余興を楽しんだり、お喋りに花を咲か

せたりと、にぎやかな１日を過ごしていました。 芸達者な皆さんの歌や踊りが会場を盛り上げました
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子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
を

守
る
た
め
、
村
防
犯
協
会
（
尾

友
元
一
会
長
）
か
ら
村
の
５
つ

の
小
学
校
の
児
童
へ
非
常
用
笛

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
笛

は
、
軽
く
吹
い
て
も
３
０
０
０

ヘ
ル
ツ
の
高
音
を
出
す
こ
と
が

で
き
、
緊
急
時
に
「
助
け
て
」

の
合
図
を
遠
く
ま
で
伝
え
ら
れ

る
も
の
で
す
。
12
月
１
日
、
尾

友
会
長
が
千
葉
利
夫
教
育
長
に

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

わが家の人気者
掲載写真募集中

◉２月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集していま
す。掲載を希望される方は写真（データでも可）にお
子さまへのメッセージを添えて、１月13日（金）ま
でに総務企画課広報担当（☎42-2111内線168）まで
お持ちください。

今
年
は
辰
年

　

今
年
は
十
二
支
の
５
番
目
の
辰
年
で
す
。

平
成
23
年
11
月
30
日
現
在
、村
内
の
辰
年
生
ま
れ
の
方
は
５
２
６
人（
男

２
５
７
人
、
女
２
６
９
人
）。
出
生
別
で
は
、
昭
和
27
年
生
ま
れ
が
最

も
多
く
、
男
女
合
わ
せ
て
１
１
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
二
支
中
唯
一
の
空
想
の
動
物

　

十
二
支
の
５
番
目
の
干
支
で
あ
る
辰
は
、
十
二
支
の
中
で
唯
一
の

空
想
上
の
動
物
で
す
。一
般
に
は「
竜
」と
書
き
、「
タ
ツ
」ま
た
は「
リ
ュ

ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
竜
の
伝
説
は
世
界
各
地
に
分
布
し
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
お
お
む
ね
、

ヘ
ビ
や
ト
カ
ゲ
の
よ
う
な
体
に
、
角
を
持
っ
た
猛も

う

禽き
ん

類
か
猛
獣
の
頭
、

そ
れ
に
翼
を
組
み
合
わ
せ
た
形
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
竜
の
性
格
や

役
割
も
、
悪
役
に
な
っ
た
り
、
神
聖
な
動
物
と
し
て
扱
わ
れ
た
り
と
、

地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

困
難
を
乗
り
越
え
躍
進
す
る
年
へ

　
「
竜
」
の
つ
く
言
葉
で
は
、「
竜
頭
蛇
尾
」「
画
竜
点
睛
」「
登
竜
門
」

な
ど
、
中
国
の
故
事
に
由
来
す
る
言
葉
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
登
竜
門
」
は
、
黄
河

上
流
の
急
流
、
竜
門
を

の
ぼ
り
き
っ
た
魚
が
竜

に
変
わ
っ
た
と
い
う
伝

説
か
ら
、
成
功
へ
の
一

歩
と
な
る
難
関
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
辰

年
に
あ
や
か
っ
て
、
今

年
は
多
く
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
飛
躍
す
る
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。

村の辰年生まれの人口
生まれた年 年　男 年　女 計
大正５年   1人   9人 10人
昭和３年 31人 45人 76人
昭和15年 31人 52人 83人
昭和27年 63人 52人 115人
昭和39年 38人 36人 74人
昭和51年 42人 35人 77人
昭和63年 23人 16人 39人
平成12年 28人 24人 52人
合　計 257人 269人 526人

（平成23年11月30日現在）

村
防
犯
協
会
が
非
常
用
笛
を
寄
贈

児
童
の
安
全
安
心
を
守
る

尾
友
会
長
か
ら
千
葉
教
育
長
へ
目

録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

戸
田
小
チ
ー
ム
が
準
優
勝

第
20
回
北
上
Ｃ
Ｕ
Ｐ
綱
引
選
手
権
大
会

　

第
20
回
北
上
Ｃ
Ｕ
Ｐ
綱
引
選

手
権
大
会
は
12
月
18
日
、
北
上

市
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
、ジ
ュ

ニ
ア
の
部
で
戸
田
小
の
「
戸
田

ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
」
が
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
に
は
県
内
外
か
ら
12
チ
ー
ム

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
本
村
か
ら
は

戸
田
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
と
山
根

小
の
「
山
小
イ
ー
グ
ル
ス
」
の

２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

戸
田
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
は
予
選

リ
ー
グ
を
５
戦
全
勝
、
山

小
イ
ー
グ
ル
ス
は
４
勝
１

敗
で
通
過
し
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し

た
。
両
チ
ー
ム
は
準
決
勝

で
対
戦
。
対
決
を
制
し
た

戸
田
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
は

決
勝
で
い
わ
さ
き
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ズ
（
北
上
市
）
に

敗
れ
た
も
の
の
準
優
勝
、

山
小
イ
ー
グ
ル
ス
は
４
位

と
健
闘
し
ま
し
た
。

準
優
勝
を
果
た
し
た
戸
田
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ

ア
の
選
手
た
ち
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む
ら
の
文
芸

第
２
８
４
回　

く
の
へ
俳
句
会

み ん な の 広 場

国 民 年 金

【問い合わせ】
住民生活課国保住民班☎ 42-2111 内線 211
二戸年金事務所☎ 23-4111

高
島
ふ
み
女

小
春
日
や
誰
彼
と
な
く
逢
い
た
く
て

鱈
干
し
て
開
拓
の
家
傾
け
り

大
鱈
の
眼

ま
な
こ

を
し
ゃ
ぶ
る
婆
至
福

舘
村　

青
村

大
口
を
開
け
て
真
鱈
の
買
わ
れ
ゆ
く

ポ
ッ
ク
リ
と
野
に
逝
く
も
よ
し
冬
日
和

幾
度
も
非
哀
な
め
た
り
冬
至
粥

義　

也

鱈
汁
の
汁
ぶ
っ
掛
け
て
昼
餉
か
な

近
道
の
野
に
首
塚
や
初
時
雨

冬
枯
れ
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
に
番
カ
ラ
ス古

舘
や
す
お

鱈た

ら

う

り

売
人
は
巾
着
袋
を
財
布
と
し

露
天
商
師
走
の
声
を
張
上
げ
る

眠
ら
れ
ず
凩
と
き
に
は
泣
く
ご
と
く

菅
野　

岑
子

父
生
れ
し
村
の
浜
辺
や
霧
深
し

父
の
碑
の
傾
き
残
る
秋
の
浜

木
枯
の
吹
き
初
め
た
り
し
デ
ン
デ
ラ
野

塩
の
道
絶
え
て
木
枯
し
鳴
る
ば
か
り

冬
部　

雪
女

煤
払
ま
ず
神
棚
を
念
入
り
に

句
を
捻
る
小
さ
き
旅
な
り
冬
日
和

片
時
雨
ど
っ
と
値
下
げ
の
露
天
商

田
村　

畦
畔

姪
っ
子
よ
り
今
年
は
鱈
子
贈
ら
れ
て

柚
子
大
根
浸
け
て
味
わ
う
夕
餉
か
な

木
枯
に
押
さ
れ
煽
ら
れ
街
を
往
く

【
十
一
月
句
会
の
席
題
句
】

　
　

『
冬
』
よ
り

子
等
の
来
て
た
だ
そ
れ
だ
け
で
冬
温
し
（
雪　

女
）

天
命
を
知
ら
ぬ
が
仏
冬
ご
も
り      　

（
青　

村
）

　
　

『
炉
』
よ
り

炉
話
や
老
の
才
覚
目
覚
め
け
り      　

（
ふ
み
女
）

粗そ

朶だ

継
ぎ
て
炉
火
美
し
く
燃
え
上
が
り
（
青　

村
）

大
い
な
る
炉
の
古
び
た
る
句
会
宿      

（
雪　

女
）

ス
キ
ー
靴
炉
を
遠
ま
き
に
足
焙
る      

（
義　

也
）

　
　

『（
雑
詠
）』
よ
り

大
マ
ス
ク
外
し
て
会
釈
貰
い
け
り      

（
ふ
み
女
）

母
す
で
に
遙
か
な
国
へ
初
時
雨         

（
雪　

女
）

用
意
な
き
牛
舎
帰
り
や
小
夜
時
雨      

（
義　

也
）

　障害基礎年金を受給できないいわゆ

る無年金障害者と呼ばれる人を対象に、

特別障害給付金を支給する制度があり

ます。ただし、この特別障害給付金は、

公的年金の障害給付を受給できる人は

支給対象とはなりません。

○特別障害給付金の支給対象者
　特別障害給付金の支給対象となるの

は、次のいずれかに該当する人です。

①平成３年３月以前に国民年金の任意

加入の対象となっていた学生。

②昭和61年３月以前に国民年金の任

意加入の対象となっていた人（厚生年

金保険や共済組合などの加入者の被扶

養配偶者）で、国民年金に任意加入し

ていなかった期間中に初診日があり、

現時点で一級または二級の障害等級に

該当する65歳到達前の人。

○特別障害給付金の支給額
　障害等級の一級に該当する場合は月

額５万円が支給され、二級に該当する

場合は月額４万円が支給されます。

○請求手続の注意事項
　特別障害給付金は、原則として65

歳に達する日の前日までに請求しなけ

ればなりません。請求の窓口は、役場

住民生活課となっています。

特別障害給付金制度って？

【
寄
稿
句
】　
　
　

  　
　

千
鶴
（
戸
田
小
一
年
）

ゆ
き
が
ふ
る
キ
ラ
キ
ラ
ひ
か
っ
て
き
れ
い
だ
な

と
ん
ぼ
は
ね
は
ね
が
あ
る
か
ら
と
べ
る
ん
だ
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

ビーチボールで
汗を流しませんか

九戸村ビーチボール協
会では、毎週水曜日、
夜７時からメンバーが
体育センターに集まり、
楽しみながら練習を
行っています。年齢を
問わず気軽にできる球
技ですので、日ごろ運
動不足を感じている方
は、一度協会の練習に
足を運んで体験してみ
てはいかがでしょうか。

12チームが熱戦を繰り広げる
　

第
14
回
九
戸
村

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

は
12
月
４
日
、
村
体

育
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
会

式
で
は
高
校
生
チ
ー

ム
の
「
じ
ぇ
ー
け
っ

ぺ
」
が
元
気
に
選
手

宣
誓
を
行
い
、
会
場

　

村
学
校
保
健
安
全
講
演
会
（
村

学
校
保
健
会
・
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

主
催
）
は
12
月
６
日
、Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
児
童
生
徒
の
保
護

者
や
教
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
子

ど
も
の
か
ら
だ
と
心
の
健
康
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。
村
学
校
保
健

会
の
伊
保
内
利
一
会
長
は
「
子
ど

子どものからだと心の健康について説明する野井真吾先生

元
気
な
か
ら
だ
と
心
づ
く
り
を
学
ぶ

村ビーチボール大会

①選手宣誓を行った高校生チーム「じぇーけっぺ」
②チーム一丸となって熱戦を繰り広げました

も
の
心
身
の
健
康
増
進
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
。
今
日
の
講
演
の
内

容
を
よ
く
理
解
し
、
日
常
の
生
活

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
今
回
は
「
元
気
が
湧
き

出
る
か
ら
だ
・
心
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部

の
野
井
真
吾
准
教
授
が
講
演
。
豊

富
な
デ
ー
タ
と
実
践
か
ら

導
か
れ
た
研
究
結
果
を
も

と
に
、
子
ど
も
の
自
律
神

経
機
能
（
か
ら
だ
）
と
前

頭
葉
機
能
（
心
）
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
「
大
人
自
身
が
楽
し
み
、

の
ん
び
り
、
輝
き
な
が
ら
、

子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。

九
戸
村
か
ら
そ
の
よ
う
な

実
践
を
発
信
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
、
出
席

し
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

村
学
校
保
健
安
全
講
演
会

■
１
部
（
小
中
学
生
を
除
く
女
子
）　

①
に
ぎ
や
か
②
凸
凹
カ
ル
テ
ッ
ト
③
ガ

チ
ャ
ピ
ン

■
２
部
（
51
歳
以
上
の
男
女
）　

①
あ
じ
さ
い
②
な
で
し
こ
③
ワ
イ
ン
・

ほ
た
る

■
３
部
（
小
中
学
生
を
除
く
男
子
）

①
プ
ラ
ス
Ｋ
②
災
害
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

２
０
１
１
③
モ
モ
ジ
リ　

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
試
合
で
は
、
年

齢
や
男
女
別
に
編
成
さ
れ
た
12
チ
ー
ム

が
３
つ
の
部
門
に
分
か
れ
、
熱
戦
を
展

開
。
部
門
ご
と
の
上
位
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①

②



❖ 図書室のおすすめ本

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始・お盆と祭り期間

Books
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江戸時代の仙台藩の家老の息子
を主人公とした歴史小説である。
仙台藩は伊達政宗というカリス
マ性のある戦国大名を藩祖とす
る大藩であるため、政宗没後権
力闘争が絶えなかった。その一
断面を描いている。権力や出世
のむなしさが浮き彫りになる。

だって、ぼくらはぶんとかい。
分解めいじん、分解兄弟♪ゴミ
捨て場で、いい物を見つけまし
た。それは、こわれたワゴンに、
扇風機、掃除機、やぶれ傘、止
まった時計。「ぼくたちの研究
所に、はこぼうぜ」ぶん兄ちゃ
んが言うと「おう！」とかい君
が答えました…。

山田なぎさは、子供という境遇
に絶望し、社会に出て、お金と
いう　実弾” を手にするべく、
自衛官を志望していた。そんな、
なぎさに、都会からの転校生が
何かと絡んでくる。嘘つきで残
酷だが、どこか魅力的な転校生
となぎさは、徐々に親しくなっ
ていく…。

東日本大震災から原発事故、揉
める国会、暗い日本に希望の光
をもたらしてくれたカッコいい
女子たち！世界一を狙う現役監
督がその秘密を解き明かす。女
性が 100 パーセントの力を発揮
したくなる組織とは…。職場の
リーダーたちにもおすすめ！

なでしこ力
佐々木則夫著／講談社

茶杓　消えた伊達家老
小野寺苓著／勝どき書房

ぶんかいきょうだい
西平あかね作／アリス館

砂糖菓子の弾丸は撃ちぬけない
櫻庭一樹著／角川文庫

　

目
の
不
自
由
な
方
や

活
字
が
見
え
に
く
く

な
っ
た
高
齢
の
方
に
読

書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
公
民
館
図

書
室
に
音
声
・
拡
大
読

書
機
「
よ
む
べ
え
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
「
よ
む
べ
え
」
は
音
声

と
拡
大
表
示
両
用
の
読

書
機
で
、
印
刷
さ
れ
た

文
書
を
音
声
で
読
み
上

げ
、
画
面
で
大
き
く
表

示
し
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
で
周
囲
を
気
に
せ
ず

読
書
を
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
弱
視
の
方
に
は

文
字
を
大
き
く
拡
大
し

公民館図書室に設置された音声・拡大
読書機「よむべえ」

公民館図書室へ

音声・拡大読書機を設置

第２ロッジ「ペチカ」で開かれた安全祈願祭

村
営
く
の
へ
ス
キ
ー
場

安
全
祈
願
祭
と
開
場
式
を
挙
行

た
り
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
や
す
く
調

整
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、
拡
大

と
音
声
の
両
面
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。
操
作
は
簡
単
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
来
室
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
操
作
の
仕
方
を
説

明
し
ま
す
の
で
職
員
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

　

村
営
く
の
へ
ス
キ
ー
場
の
安
全
祈

願
祭
と
開
場
式
は
12
月
20
日
、
同
ス

キ
ー
場
の
第
２
ロ
ッ
ジ
「
ペ
チ
カ
」

で
催
さ
れ
、
関
係
者
な
ど
約
30
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
開
場
式
で
岩
部
茂

村
長
は
「
今
年
は
握
索
機
の
更
新
や

支
柱
の
塗
装
な
ど
を
行
い
、
来
場
者

が
安
心
し
て
ス
キ
ー
場
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
事
故

の
な
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
よ
う
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

”
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問住民生活課保健衛生班☎42-2111内線122みんなの健康

問住民生活課国保住民班☎42-2111内線212
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健やかな生活は食事から♪

　

年
を
と
る
と
と
も
に
食
事
を
作
る

の
が
面
倒
に
な
り
、
ご
飯
に
簡
単
な

お
か
ず
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
カ
ロ

リ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
や
肉
・
卵
を
敬
遠

す
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
必

要
な
栄
養
が
不
足
し
、「
低
栄
養
状
態
」

を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

低
栄
養
状
態
に
陥
る
と
免
疫
力
が

低
下
し
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、

病
気
の
回
復
が
遅
く
な
っ
た
り
、
老

化
の
進
行
が
早
ま
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、筋
力
が
低
下
す
る
た
め
、

転
倒
や
骨
折
の
危
険
が
増
え
ま
す
。

　

低
栄
養
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
ご

ろ
か
ら
し
っ
か
り
食
べ
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

①
一
日
３
食
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ

　

う
。

●
主
菜（
魚･

肉･

卵･

豆
腐
な
ど
）を

　

毎
食
１
品
は
食
べ
る
。

●
油
脂
類
（
植
物
油
）
の
物
を
一
日

　

１
回
は
食
べ
る
。

②
食
欲
が
な
い
時
は
、
少
し
塩
分
の

　

濃
い
物
を
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
我
慢
ば
か
り
せ
ず
、
時
に
は
好
物

　

も
食
べ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

④
食
事
で
十
分
栄
養
が
と
れ
な
い
時

　

は
、
お
や
つ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
果
物
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
プ
リ
ン
な
ど
）

⑤
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、
自

　

分
の
歯
や
入
れ
歯
で
食
べ
る
こ
と

　

が
大
切
で
す
。

●
毎
日
歯
磨
き
、
入
れ
歯
の
手
入
れ
、

　

う
が
い
を
す
る
。

●
定
期
的
に
歯
科
医
師
に
相
談
す
る
。

　

６
か
月
間
に
体
重
が
２
〜
３
キ
ロ

グ
ラ
ム
以
上
減
少
し
た
場
合
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
食
欲
が
無

く
て
食
べ
る
量
が
減
っ
た
り
、
風
邪

を
引
き
や
す
く
な
っ
た
り
し
た
場
合

は
注
意
し
、
主
治
医
や
栄
養
士
、
保

健
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 （ 

保
健
師　

小
野
寺
洋
子
）

高
齢
者
は
「
低
栄
養
状
態
」
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

国
保
の
資
格
の
取
得
・
喪
失
の
届
出
は
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
職
場

の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
を
の
ぞ
い
た
す
べ
て

の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
就
職
や

退
職
で
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、
ま

た
は
、
離
脱
し
た
と
き
や
国
保
に
加
入

し
て
い
た
方
の
住
所
や
世
帯
主
が
か

わ
る
と
き
は
、
必
ず
役
場
の
窓
口
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
資
格
取
得
ま
た
は
喪
失
の
手
続
き

は
お
早
め
に

　

他
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
と
き
や

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と

き
、
修
学
に
よ
る
特
例
・
住
所
地
特
例

の
該
当
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と

き
は
、
役
場
に
『
届
出
』
と
『
国
保
の

被
保
険
者
証
』
を
返
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り

し
て
、
国
保
の
資
格
が
無
く
な
っ
て
か

ら
も
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て

病
院
や
薬
局
に
か
か
る
方
が
い
ま
す
。

そ
の
場
合
、
本
来
、
自
分
が
加
入
し
て

い
る
保
険
者
が
そ
の
保
険
医
療
給
付
を

行
う
べ
き
な
の
で
国
保
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

国
保
の
資
格
に
異
動
（
取
得
・
喪
失
・

変
更
）
が
生
じ
た
と
き
は
、
役
場
に
す

ぐ
に
届
け
出
を
し
て
、
正
し
い
被
保
険

者
証
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
被
保
険
者
証
は
大
切
に

　

被
保
険
者
証
は
、
保
険
医
療
を
受
け

る
と
き
に
使
用
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
身
分
証
明
書

に
も
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。
も
し
、

紛
失
し
た
り
盗
難
に
あ
っ
た
り
し
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
や
役
場
の
窓
口

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

国保に加入するとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転入してきた 転出証明書
職場の健康保険をやめた 職場の健康保険をやめた証明書
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書
国保をやめるとき 持参するもの（印鑑のほかに）

転出する 被保険者証
職場の健康保険に加入した 国保と職場両方の被保険者証
そ の 他 持参するもの（印鑑のほかに）

修学のため別に住所を移す 被保険者証、在学証明書
退職者医療制度の対象になった 被保険者証、年金証書

◎主な異動事由と必要書類
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問二戸消防署九戸分署☎42-3119消防署だより

問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210駐在所ホットライン

問ハローワーク二戸☎23-3341求人情報
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知っておきたい火災の知識

■スプレー缶やカセットボンベが火災
　の原因に！
　
　ヘアスプレー缶やカセットボンベは、手軽に

使えて便利な反面、火災の原因になることを

知っていますか？ストーブな

どのそばに置いておくと、熱

せられて破裂し、吹き出した

ガスに火が引火することがあ

ります。

■全国統一防火標語

「消したはず　決めつけないで　もう一度」

村内の交通事故（11月分）

区 分 件　数
１月からの
累　計 前年比

人身事故 0件 2件 ＋ 1件
物損事故 5件 56 件 － 1件
負 傷 者 0人 3人 － 4人
死 亡 者 0人 1人 ＋ 1人
飲酒運転
検 挙 者 0人 0人 ± 0人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…35日
（11月30日現在）

１
１
０
番
通
報
は
、

警
察
へ
の
緊
急
手
段
で
す

　

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。「
１
１
０
番
」
は
、
県
内
の
ど

こ
か
ら
か
け
て
も
、
す
べ
て
盛
岡
市

に
あ
る
警
察
本
部
の
「
通
信
指
令
課
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
通
信
指
令
課
は
、

事
件
・
事
故
な
ど
に
関
す
る
通
報
内

容
を
聞
き
な
が
ら
、
同
時
に
事
件
・

事
故
の
発
生
場
所
を
管
轄
す
る
警
察

署
に
指
令
し
て
、
警
察
官
を
現
場
に

急
行
さ
せ
ま
す
。

　

緊
急
の
事
故
・
事
件
の
場
合
だ
け

「
１
１
０
番
」
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
「
♯
９
１
１
０
番
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
上
手
な
１
１
０
番
の
か
け
方

○
何
が
あ
っ
た
の
か
…
事
件
か
事
故

か
一
番
先
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ど
こ
で
…
市
町
村
名
、
わ
か
れ
ば

番
地
ま
で
。
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
。

○
い
つ
ご
ろ
か
…
「
た
っ
た
今
」
と

か
「
何
分
く
ら
い
前
」
な
ど
。

○
犯
人
、
相
手
は
…
犯
人
の
人
相
・

服
装
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
・
色
、
逃
げ

た
方
向
。

○
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
…
事

件
や
事
故
の
様
子
、
け
が
人
の
状
態
、

救
急
車
は
必
要
か
。

村内の火災・救急（11月分）
区 分 件　数 １月からの累計 前年比
火 災 0件 0件 －    8 件
救 急 27 件 281 件 ＋ 33 件

○
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
な
ど
。

冬
の
交
通
事
故
防
止

冬
道
を
安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う

■
運
転
時
の
注
意

★
冬
道
は
、
積
雪
や
凍
結
で
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
急
ブ
レ
ー
キ

や
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
加
速
な
ど
、「
急
」

の
つ
く
運
転
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

★
冬
季
の
道
路
は
、
天
候
が
良
好
で
、

路
面
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
で
も
、

橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
、
切
通

し
の
日
陰
な
ど
は
凍
結
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
し
や
す
い
場
所
を
走
行
す
る

と
き
は
、
凍
結
し
て
い
る
こ
と
を
予

想
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

12月15日現在の求人

株式会社メルク①調理員②二戸市③不問④670
円～690円⑤週５日程度勤務協栄テックス株式
会社①設備管理②一戸町③59歳以下④152,000
円⑤ボイラー２級以上、危険物乙４類大黒醤油
株式会社①味噌・醤油製造工②軽米町③64歳以
下④125,000円⑤普通自動車免許一種十文字工
務店①建築大工②二戸管内③不問④207,000円～
253,000円⑤普通自動車免許一種株式会社ユニ
バース二戸堀野店①商品製造販売員②二戸市③
不問④700円～800円⑤日・祝日勤務できる方

株式会社樋口建設①一般事務員②二戸市③59歳
以下④125,000円⑤普通自動車免許一種、パソコ

ン操作可能な方北岩手圧送株式会社①コンク
リート圧送研修実務作業員②二戸市③30歳以下

④165,600円～179,400円⑤普通自動車免許一種

※求人情報は、役場ロビーでも配布しています。

①職種②就業場所③年齢④基本給⑤必要資格など
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休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
１ ８ 小原内科医院 23-3410 １ ８ 宮沢歯科医院 46-2953
９ 藤田内科 38-2772 ９ 渡辺歯科医院 23-2052
15 二戸クリニック 25-5770 15 国香歯科医院 23-2223
22 すがわら消化器内科 23-2879 22 國香歯科医院 23-2764
29 金田一診療所 27-2205 29 菅原歯科医院 27-3301

村のこよみ 1 月
日にち 行　事　名 時　間 場　所

1・4㊌
交通安全祈願祭 14：00 山村開発センター
新年交賀会 16：00 HOZホール

7㊏ 新春書き初め大会 9：00 HOZホール
8㊐ 村消防団出初式 10：00 伊保内小学校校庭
9㊊ 成人の日

10㊋
地域子ども読書会（11日まで） 9：00 村内各会場
保健師の出前相談   9：30 江刺家ふるさとセンター
おしゃべりサロン「ひだまり」 10：00 まさざね館

13㊎ デイケア   9：30 保健センター
15㊐ 『家族ふれあいの日』
16㊊ ぽっかぽか教室   9：30 保健センター

17㊋
村老連レクリエーション大会   9：30 HOZホール
乳児・３歳児健診 13：00 保健センター

19㊍ 九戸村長杯ゲートボール大会   8：30 屋内ゲートボール場
22㊐ 九戸村婦人の集い   9：30 HOZホール

24㊋ 岩手芸術祭巡回小・中学校美術展
（26日まで） 9：00 HOZホール

28㊏ 「戸」のまち親子スキー交流会 9：00 くのへスキー場

29㊐ 九戸村教育振興運動集約集会・
PTA研究大会 8：30 HOZホール

30㊊ ぽっかぽか教室   9：30 保健センター
2・3㊎ デイケア   9：30 保健センター
4㊏ 村営くのへスキー場ナイター感謝デー 16：00 くのへスキー場
5㊐ 村づくり推進のつどい   9：30 HOZホール

※指定日に、指定の袋で出しましょう。  　　 問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域

瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 １月16日㊊ １月17日㊋ １月23日㊊
空 き 缶 １月24日㊋ １月30日㊊ １月31日㊋
粗 大 ご み １月10日㊋
紙・プラ類 １月12日㊍ １月18日㊌ １月26日㊍

ごみ収集日

●１月の納税 ●

１月31日㊋は村県民税（第４
期）、国民健康保険税（第７
期）の納期限です。忘れずに納
めましょう。納税は、口座振替
が便利です。

お詫びと訂正
広報くのへ12月号20㌻に掲載
した記事の中で、「和田敏会長」
は「和田敏副会長」の誤りでし
た。お詫びして訂正いたします。

岩手県学生会館の
入寮生募集の案内

　公益財団法人岩手県学生援護会

では、岩手県学生会館の平成24年

４月からの入寮生を募集します。

■選考日　前期：２月14日㊋　
　　　　　後期：３月16日㊎
■会場　いわて県民情報交流セン
ター（アイーナ）会議室

■入寮資格　岩手県出身者（保護
者の生活の本拠地が岩手県の人）

で寮から通学することができる地

域に所在する大学、大学院（修士

課程）、短期大学、専修学校の専門

課程に入学する学生

■募集人数　男女各20人程度
■入寮期間　入学から原則２年間
■寮費　80,500円／月（朝夕２回
の食事、共益費、自治会費を含む）

入寮時諸費用：100,000円

※詳細はお問い合わせください。

■問い合わせ　公益財団法人岩手
県学生援護会（☎03-3972-4783）
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震災復興特別商談会
参加受注企業を募集

　中小企業庁では、下請中小企業

震災復興特別商談会を開催します。

■日時　３月14日㊌　
　　　　午後１時～午後５時30分

■会場　ホテルメトロポリタン盛
岡ニューウイング

■参加資格　青森県、岩手県、宮城
県、福島県、茨城県、栃木県、千葉

県に工場などを有する下請中小企業

■申込締切　２月９日㊍※先着順
■申込方法　インターネットで申
し込みや申込書（メール・ファッ

クス用）のダウンロードができ

ます。専用ホームページ：http://

www.zenkyo.or.jp/syodankai-iwate/

■問い合わせ　下請中小企業震災
復興特別商談会開催事務局

（☎03-5541-6688）

盛岡地方法務局本局
庁舎移転のお知らせ

　盛岡地方法務局（本局、登記部門）

は平成23年12月26日から盛岡第

２合同庁舎で業務を行っています。

■移転前の庁舎　盛岡地方法務局
（盛岡市内丸7-25、取扱業務：総務・

会計・戸籍・供託・人権擁護・訟

務）、盛岡地方法務局登記部門（盛

岡市中央通１丁目7-25、取扱業務：

不動産登記・商業法人登記）

■移転後の庁舎　盛岡地方法務局
（盛岡市盛岡駅西通１丁目9-15）

■問い合わせ　盛岡地方法務局総
務課（☎019-624-1141）

各種無料セミナーの
受講生を募集します

■就活のためのコミュニケーショ
ン力向上セミナー　
日程：１月10日㊋・11日㊌各日
午後１時～午後５時／会場：二戸地
域職業訓練センター／内容：接遇の
五大原則を基本とした講義と実践／

対象：求職中の方／定員：15人
■アパレルCAD体験セミナー　
日程：１月11日㊌・12日㊍・16日㊎・
17日㊏・２月９日㊍・10日㊎各日
午後１時～午後４時／会場：二戸地
域職業訓練センター／内容：アパレ
ルCADを使い洋服の設計図を作成

／対象：求職中の方（原則６回出席
できる方）／定員：10人
■ネット販売導入セミナー　
日程：１月19日㊊・２月16日㊍・
３月15日㊍各日午前９時～午後４
時／会場：二戸地域職業訓練セン
ター／内容：販路拡大を図るための
環境や関連する知識とリスク管理手

法を学ぶ／対象：地域事業者、従業
員（原則３回出席できる方）／定員：
10人／申込締切：１月12日㊍　
■ランチェスター戦略講座　
日程：１月24日㊏・25日㊐・２
月14日㊋・15日㊌各日午前９時
～午後４時／会場：一戸町コミュ
ニティセンター／内容：売上増を
実現するための考え方と実践方法

／対象：地域事業者、従業員、マー
ケティングに興味のある方（原則

４回出席できる方）／定員：20人
■申し込み・問い合わせ　二戸地
域雇用創造協議会（☎23-8152）

九戸村役場☎42-2111　http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

ス
ナ
ッ
プ
く
の
へ

information
二戸高等技術専門校
平成24年度学生募集

　岩手県立二戸高等技術専門校で

は、平成24年度学生募集（再募集）

を下記のとおり行います。

■募集コース　建築科（若干名）
■応募資格　高等学校を卒業した
方（平成24年３月卒業見込の方を

含む）またはこれと同等以上の学

力を有すると認められる方

■出願期間と選考日　出願期間：
１月10日㊋～２月24日㊎／選考
日：２月３日㊎、３月２日㊎
※２月３日㊎の試験は１月27日㊎
受付分までについて実施。

■選考試験　筆記試験（国語・数
学）、面接

■問い合わせ　岩手県立二戸高等
技術専門校（☎23-2227）

盛岡農業高等学校の
特別専攻科学生募集

■募集学科　特別専攻科（農業科）
■修業年限　２年（登校日は週２日）
■募集定員　20人
■募集対象　高校卒業見込または
高卒者。農業後継予定の方、農業

を勉強したい方、畜産関係の資格

を取得したい方など

■授業料　月額2,700円
■願書受付締切　１月27日㊎
■面接日　２月６日㊊
■試験内容　面接（口頭試問含む）、
書類審査

■問い合わせ　岩手県立盛岡農業
高等学校（☎019-688-4211）

ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
発
表
会（
12
月
１
日
）
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戸籍だより
※11月16日～12月15日届け出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう

　銚　子　芽
め

　依
い

（和志・茉莉衣）川　　向

　篠　山　乃
の

　愛
あ

（啓輔・史絵）泥 の 木

　齋　藤　那
な

　音
お

（敏正・礼子）戸 田 下

ご結婚おめでとう

　坂　本　幸　治　（道　地） 　 　
　外　山　佳央理　（軽米町）

ご冥福をお祈りします

　中　村　ヒ　デ　（85歳） 長興寺下

　向　川　キクノ　（87歳） 戸 田 上

　村　田　トミノ　（65歳） 戸 田 下

　山　下　キ　ヱ　（91歳） 折 爪 荘

　遠　藤　サ　ン　（92歳） 小　　倉

　坂　下　菊太郎　（94歳） 折 爪 荘

　松　葉　　勇　　（82歳） 平　　内

　中　村　若　松　（82歳） 川　　向

　

人のうごき
（平成 23年 12月1日現在）

●人　口　　６，５６０　人（　－１）
　　男　　　３，１６８　人（　±０）
　　女　　　３，３９２　人（　－１）
●世帯数　　２，１８１世帯（　－２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　１０　人（１０４人）
　転　出　　　　７　人（１３２人）
　出　生　　　　５　人（　３５人）
　死　亡　　　　８　人（１０３人）

（カッコ内は１月からの累計）

●●●●●　  編集室から  ●●●●●
◆あけましておめでとうございます。今年も
広報くのへをよろしくお願いします◆「時間
の心理的長さは年齢に反比例する」という法
則があるそうです。同じ１年でも、50歳の人
にとっては人生の50分の１、５歳の人にとっ
ては５分の１にあたり、主観的に感じる時間
の長さには差があるということ◆この法則に
よれば、歳を重ねるごとに時間の流れは加速
していくんですね。改めて、１日１日を有意
義に過ごさなければと思いました（尾友）

■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　

■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w

.vill.kunohe.iw
ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成24年
１月号
No.646

　

村
地
域
婦
人
団
体
協
議
会（
佐
々

木
ト
マ
会
長
）
が
主
催
す
る
恒
例

の
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
会
は

12
月
４
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
出
演
者
が
自
慢
の
芸
を

披
露
し
、
訪
れ
た
約
３
５
０
人
の

観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
開
会

行
事
で
佐
々
木
会
長
は
「
今
日
は

村
内
か
ら
集
ま
っ
た
出
演
者
の
皆

さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
芸
を
披
露
し

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま

で
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

26
回
目
と
な
っ
た
今
年
の
演
芸

会
は
、伊
保
内
婦
人
会
の「
外
山
節
」

で
幕
を
開
け
、
各
地
区
の
婦
人
会

の
ほ
か
、
村
内
の
事
業
所
や
団
体

か
ら
32
組
が
出
演
。
自
慢
の
歌
や

心温まる自慢の芸
来場者を魅了
第26回歳末チャリティー演芸会

❶戸田婦人会の皆さんは「二輪草」に合わせて優雅な踊りを発表しました❷マイケ
ル・ジャクソンのキレのあるダンスを披露した九戸中生❸演芸会の収益金は村社会
福祉協議会と九戸福祉会に寄付されました

③

踊
り
、
演
奏
な
ど
を
次
々
に
披
露

し
ま
し
た
。
地
元
企
業
で
働
く
中

国
か
ら
の
研
修
生
も
参
加
。
来
場

者
全
員
に
手
作
り
餃
子
を
振
る
舞

い
、
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
に
身
を
包

ん
で
ふ
る
さ
と
の
歌
な
ど
を
披
露

し
、
花
を
添
え
ま
し
た
。
多
彩
な

出
し
物
に
観
客
か
ら
は
喝
采
の
拍

手
や
声
援
が
送
ら
れ
、
事
務
局
に

は
た
く
さ
ん
の
「
お
花
」
が
届
け

ら
れ
る
な
ど
、
会
場
に
は
温
か
い

善
意
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

演
芸
会
の
収
益
金
は
12
月
13
日
、

「
村
の
福
祉
向
上
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
上

柿
初
雄
会
長
）
と
九
戸
福
祉
会
（
野

里
典
美
理
事
長
）
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。
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